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小高友徳 議員

現
在
の
給
食
の
あ

り
方
、
今
後
の
あ

り
方
、
ま
た
給
食
費
の
無

償
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

教
育
部
長　

児
童

生
徒
数
の
減
少
に

よ
り
、
平
成
30
年
度
か
ら

南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を

廃
止
し
、
統
合
す
る
予
定

で
す
。
平
成
31
年
度
以
降

は
、
維
持
管
理
費
等
が
削

減
さ
れ
る
見
込
み
で
す

が
、
削
減
さ
れ
た
額
を
給

食
費
に
充
当
し
て
も
不
足

が
生
じ
ま
す
。

　

学
校
給
食
費
の
無
償
化

に
つ
い
て
は
、
県
内
自
治

体
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
総
合
的
に
勘
案
し
、

充
実
し
た
学
校
給
食
運
営

が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

県
西
地
区
で
は
、

古
河
市
が
、
ひ
と

り
親
世
帯
の
小
学
生
の
給

食
費
を
全
額
免
除
、
結
城

市
は
、
第
３
子
以
降
の
給

食
費
相
当
分
を
市
が
助

成
、
境
町
で
は
、
第
１
子
、

第
２
子
は
市
が
半
額
補

助
、
第
３
子
以
降
は
全
額

補
助
と
い
う
こ
と
だ
が
、

学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ

い
て
市
の
考
え
は
。

市
長　

今
後
の
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、

全
額
で
は
な
く
て
も
第
２

子
以
降
に
す
る
か
、
第
３

子
以
降
に
す
る
か
、
今
後

の
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
検
討
は
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
中
で
、
ど
こ
を

削
減
す
る
べ
き
か
、
そ
の

辺
も
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

茨
城
国
体

茨
城
国
体
準
備
の

た
め
、
こ
れ
ま
で

の
具
体
的
な
取
り
組
み
状

況
、
会
場
の
準
備
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長　

総

務
、
競
技
、
輸
送
、

宿
泊
の
専
門
委
員
会
を
設

置
し
、
各
分
野
に
お
け
る

基
本
計
画
策
定
等
の
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
み
か
げ
ス
ポ
ー

ツ
公
園
と
ラ
イ
フ
ル
射
撃

場
の
往
来
が
で
き
る
連
絡

通
路
の
整
備
を
、
平
成
29

年
度
に
実
施
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
、
大
会
関
係
者

の
宿
泊
や
輸
送
、
救
護
や

警
備
な
ど
開
催
に
必
要
な

体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

学校給食費の
無償化について

相田一良 議員

現
在
、
自
動
車
を

持
た
な
い
高
齢
者

や
子
ど
も
た
ち
が
、
通
院

す
る
手
段
は
、
Ｊ
Ｒ
及
び

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等

で
、
駅
ま
で
の
移
動
手
段

や
利
便
性
を
考
え
る
と
心

も
と
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
、
さ
ら
に
通
院
の

困
難
な
方
が
ふ
え
て
く
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
、
病
院

の
開
院
に
当
た
っ
て
は
、

こ
う
し
た
交
通
弱
者
と
呼

ば
れ
る
人
々
の
、
通
院
の

た
め
の
確
保
に
つ
い
て
懸

念
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
開
院

に
向
け
、
市
民
の
足
を
確

保
す
る
た
め
に
、
新
た
な

さ
く
ら
が
わ
地
域
医
療

セ
ン
タ
ー
通
院
の
確
保

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
を
伺
う
。

市
長
公
室
長　

現

在
、
運
行
し
て
い

る
真
壁
庁
舎
と
筑
波
山
口

を
結
ぶ
広
域
連
携
バ
ス
を

岩
瀬
駅
ま
で
延
伸
し
、
こ

れ
を
市
の
基
幹
ル
ー
ト
に

位
置
づ
け
ま
す
。
そ
う
し

て
、
広
域
連
携
バ
ス
で
は

利
用
で
き
な
い
、
さ
く
ら

が
わ
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

と
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、

こ
の
基
幹
ル
ー
ト
を
補
完

す
る
地
域
内
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
予
定

で
す
。

広
域
連
携
バ
ス

を
、
岩
瀬
駅
か
ら

さ
く
ら
が
わ
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
ま
で
延
伸
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
山
王
病
院
と
の

移
動
手
段
に
つ
い
て
の
協

議
を
伺
う
。

市
長
公
室
長　

市

全
体
の
公
共
交
通

体
系
を
見
直
し
て
い
く
中

で
、
そ
の
運
行
手
段
や
運

行
形
態
、
加
え
て
さ
く
ら

が
わ
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

へ
の
延
伸
に
つ
い
て
も
十

分
に
検
討
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
あ
わ
せ
て
山
王
病
院

で
実
施
し
て
い
る
送
迎
ワ

ゴ
ン
に
つ
い
て
も
、
さ
く

ら
が
わ
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
と
協
議
を
し
て
、
今

後
、
地
域
の
移
動
手
段
と

し
て
ど
の
よ
う
な
公
共
交

通
手
段
が
望
ま
し
い
か
、

市
民
の
皆
様
の
声
を
聞
き

な
が
ら
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

広域連携バス（真壁庁舎）広域連携バス（真壁庁舎）

平
成
29
年
度
予
算

案
２
１
４
億
円

は
、
平
成
26
年
度
ま
で
の

９
年
間
の
年
平
均
額
１
６

８
億
円
に
比
べ
、
46
億
円

増
の
大
型
予
算
で
す
。

　

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
政
治

に
よ
る
こ
の
予
算
で
、
市

の
財
政
は
本
当
に
大
丈
夫

市長の政治姿勢と
財政の見通しについて

榎戸和也 議員

か
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
で
企
業
を
誘
致
す
る

と
し
、
大
和
駅
北
の
開
発

に
着
手
し
た
。
そ
の
成
果

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

財
政
面
に

つ
い
て
は
、
公
債

費
比
率
等
を
考
慮
し
事
業

を
進
め
て
い
る
。
政
治
姿

勢
に
つ
い
て
は
、
職
員
の

意
見
を
聞
き
、
議
会
に
も

説
明
を
し
て
事
業
を
進
め

て
お
り
、
説
明
責
任
は
十

分
に
果
た
し
て
い
ま
す
。

病
院
・
大
和
駅
北

幹
線
道
路
・
小
中

一
貫
校
の
三
事
業
費
は
、

返
済
ベ
ー
ス
で
は
１
３
９

億
円
と
な
り
、
一
般
財
源

負
担
は
72
億
円
と
な
る
。

　

こ
の
３
事
業
を
合
併
特

例
債
事
業
に
組
み
入
れ
る

際
、
市
は
中
長
期
の
「
財

政
計
画
」
を
示
し
て
議
会

の
承
認
を
得
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
時
１
７

８
・
５
億
円
と
さ
れ
た
平

成
29
年
度
の
地
方
債
残
高

が
、
今
回
提
案
の
予
算
書

で
は
２
１
２
億
円
と
な
っ

て
い
る
。
同
じ
年
の
数
字

が
、
30
億
円
以
上
も
違
っ

て
い
る
の
は
問
題
で
は
な

い
か
。

市
長　

こ
う
し
た

議
論
は
本
会
議
で

や
る
話
で
は
な
い
。
議
員

は
職
員
を
信
用
し
て
い
な

い
。
ま
ず
職
員
と
打
ち
合

わ
せ
を
し
、
数
字
を
理
解

し
て
か
ら
質
問
を
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

職
員
は
信
用
し
て

い
る
が
、
数
字
の

違
い
の
説
明
も
な
い
中
で

市
の
言
い
分
を
の
む
な

ら
、
議
会
は
不
要
で
あ
る
。

　

と
も
か
く
こ
の
３
事
業

で
一
般
財
源
か
ら
の
後
年

度
負
担
は
年
に
２
・
４
億

円
か
か
る
。
今
後
、
福
祉

関
係
費
が
ふ
え
、
新
庁
舎

の
建
設
費
や
市
立
病
院
の

指
定
管
理
料
も
か
か
る
。

　

こ
れ
で
も
大
丈
夫
と
い

う
な
ら
、
今
後
、
市
の
一

般
財
源
か
ら
返
済
に
回
す

金
額
が
幾
ら
に
な
る
か
。

示
し
て
ほ
し
い
。

総
務
部
長　

今

後
、
合
併
特
例
債

事
業
の
見
直
し
等
を
行
う

際
に
、
議
会
に
説
明
し
、

理
解
を
求
め
た
い
。

７人の議員が一般質問を行いました

　市議会では、市民の皆さんの生活に直結した重要な問題が審議されています。

　市政を身近に知るためにも、ぜひ議会を傍聴してみませんか。

　本会議の開催日など、詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

お問い合わせ：桜川市役所 岩瀬庁舎

　　議会事務局 TEL 0296-75-3111（内線 2510）

傍聴手続は簡単です 
　手続は簡単です。本会議を傍聴するときは岩瀬第２庁舎３階に
ある傍聴席入口で、氏名、住所、年齢を受付簿に記入し、傍聴券
をお取りいただいて、入場してください。

傍聴席は先着順で50席
　傍聴席は 50席です。先着順となっていますことをご了承くださ
い。団体で傍聴を希望するときは、あらかじめ議会事務局へご連
絡ください。

議場は岩瀬第２庁舎にあります
　議場は、岩瀬第２庁舎（北側建物）の３階にあります。駐車場は、第１庁舎及び第２
庁舎北側にもありますので、ご利用ください。

傍聴に

お越し
ください


